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要　旨　
【目的】開学時から 10 年を迎えた A 大学看護学部卒業生の就業状況を明らかにする．
【方法】A 大学看護学部の卒業生 732 名のうち，調査の協力に同意を得られた 123 名に郵送法によ

る質問紙調査を実施した．調査内容は，選択肢の回答と一部自由記載を求めた．分析は調査項目の単
純集計と c 2 検定，自由記載については類似性に従い分類した．
【結果】84 名の卒業生から回答があり，回答のあった卒業生の看護職就職は 94％で，うち 67.9％は

最初の職場に継続勤務しており，継続者の継続理由は職場の人間関係がよいが 56.1％で，遣り甲斐が
あるが 36.8％であった．回答者の 86％は今後も看護職を継続する希望があるが，その中の 41.7％は転
職及び退職を希望しており，希望する異なる職種の転職先は保健師が希望者 8 名中 6 名と多かった．
一方，仕事に満足しているのは 48.8％であった．どちらともいえないと答えている者は 38.1％であり，
理由は時間に追われて寄り添う看護ができないや，キャリアアップの必要性を感じるや職場の待遇や
環境への不満であった．回答者の 75％は，業務や課題の多さに仕事の継続が困難という思いを抱き
ながらも実際の退職経験者は 32.1％であり，困難を抱える者のうち 95.2％は同期入職者などの相談者
を持ち，専門的な学習機会に参加し看護職を継続していた．大学へ期待することとしてはセミナー・
研修会や卒業生同士の交流・学習の機会があがった．
【結論】回答者の 94％は看護職で働き，67.9％は最初の職場に勤務にしており，継続理由は人間関

係をあげており，退職理由はライフイベントであった．仕事に満足感を感じている 48.8％の者は，遣
り甲斐のある仕事と感じていた．仕事の継続に困難な体験があった 75％は相談者を持ち，86％は今
後も看護職を継続希望し，41.7％は転職・退職の希望を持っていることが概観できた．
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Ⅰ．緒言
A 大学看護学部は開学から 10 年を過ぎ，

2019 年 3 月末までに 951 名の卒業生を看護師・
保健師等として社会に送り出してきた．また，
開学時から 4 年間の大学教育の中で看護師と保
健師の国家試験の受験資格を取得できるカリキ
ュラム（以下，統合カリキュラム）を全員必修
とした学士課程教育を継続している．2009 年
の保健師看護師助産師法の改正を受けて，2011
年の文部科学省設置の検討会報告 1）により，看
護系大学の学士教育課程で全員必須であった保
健師教育は，各大学が教育理念・目標などにも
基づき選択できるものとなった．その後，全国
の看護系大学では，保健師課程の選択制導入や
大学院修士課程での修学に移行する大学が増え
て，統合カリキュラムでの教育を実施する大学
は減少している 2）．

A 大学看護学部の卒業生は，A 大学の関連
病院をはじめとする医療機関に看護師として就
職する者が多く，卒業直後に保健師として就職
する者や進学する者は少数である．卒業生の卒
業時の就職先については把握できるものの，そ
れ以降の就業状況や動向についてはこれまでに
調査を行っていないため，把握できていない現
状がある．しかし，教育機関としては，社会に
送り出した卒業生のそれぞれの職場での活動状
況や卒業生の要望・期待を把握し，人材育成の
仕組みを見直し，より良い人材を社会に送り出
せるように教育システムを改善していく必要が
ある．そのため，卒業生の動向および，卒業生
の就業状況の実態を明らかにすることを目的と
して調査を行った．調査を行うことで，看護基
礎教育への示唆を得て今後取り組むべき課題を
見出すことができると考える．

本研究の目的は，卒業生の卒業後の就業状況
を明らかにすることである．

以下，調査内容，調査結果を報告すると共に，
今後取り組むべき課題について考察した．

Ⅱ．用語の定義
1 ．職場

職業として働く場所のことであり，各部署等

の単位を総する言葉として用いられる．本研究
では職場とは勤務先（勤め先，勤務している場
所）全体をさす．異動や転勤は，部署などの変
更にあたるため職場変更には含めない．
2 ．現在

現在とは，調査の基準日となる年月日で，本
研究では 2018 年 1 月 1 日とする．

Ⅲ．研究方法
1 ．研究デザイン

無記名自記式質問紙法による横断的研究
2 ．研究対象

本研究の対象は，A 大学看護学部の第 1 期
生（2010 年 3 月卒業生）から第 7 期生（2017
年 3 月卒業）732 名（3 年次編入生の 63 名を含
む）のうち，同窓会名簿において住所の判明し
ている者とした．
3 ．研究期間

2017 年 12 月から 2018 年 3 月
4 ．研究方法

卒業生の住所録は，A 大学看護学部同窓会
の会長及び同窓会役員に本研究の趣旨と目的，
方法を文書と口頭で説明し承諾を得て使用し
た．対象者の募集は，同窓会名簿に住所記載の
ある卒業生に研究への協力の同意を得るため，
往復はがきを送付し，調査に協力の意思がある
者に返信用はがきの返送を依頼した．返信用は
がきの返送があった者を対象に，無記名自記式
調査票を送付し，郵送法にて回収した．勤務年
数などは，2018 年 1 月 1 日現在で回答を求めた．
5 ．調査内容

調査は，独自に作成した調査票を用いた．回
答は，選択式で，一部記載式とし，理由および
内容については自由記載欄を設け，下記のとお
りとした．調査票の記載時間は約 10 分である．
1）�卒業生の背景 （年齢，性別，卒業期，出身地，

取得免許，調査時点の職業）
2）�就労状況 （卒業直後の勤務先，職業，勤務地，

過去の転職・退職体験，転職・退職理由及び
仕事継続理由，仕事の満足度と理由，未就労
者の状況）

3）�サポートと仕事の困難（就業上の継続困難
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の有無及び内容）
　 �困難な体験の対処法（周囲への相談の有無，

主な相談者）
4）�将来の展望（今後の就業継続希望，今後の転

職・退職希望と理由，職種変更の希望と理
由）

5）�卒業者のキャリアアップ状況（自己の学習
の取り組み）

6）大学へ望む卒後の支援内容
�6．分析方法

本調査は回答数が少なく卒業年度毎に分割し
て検定することが困難であるため，全回答者の
回答を全体の傾向として分析した．回答は単純
集計後，百分率を算出した．その後，基本属性
や各項目（仕事の満足度，仕事の困難な体験，
相談者）の関連を明らかにする目的で，c 2 検
定により比較を行い有為水準は 5％とした．基
本属性は卒業後 1〜3 年目（5-7 期生）と卒業
後 4-7 年目（1-4 期生）の 2 区分に，勤務地は
出身地と出身地以外の 2 区分に，満足度は満足・
どちらとも言えない・不満の 3 区分とした．分
析には統計解析ソフト SPSS Ver.25 を使用し
た．自由記載については，記述内容の類似性に
基づき分類した．分析過程においては複数名で
繰り返し検討した．

7 ．倫理的配慮
対象者へは，調査への協力の意思について往

復はがきを用いて確認した上で，調査票の郵送
を行った．往復はがきに本研究の目的，協力の
任意性，調査票が届いた後も途中脱退は可能で
あることを記載し，はがきの返送をもって調査
票送付の同意ありとみなした．調査票送付の同
意者に対して，依頼文書と調査票を送付した．
依頼文には，本研究の主旨と目的，匿名性の保
持，自由参加の尊重，目的以外にデータを使用
しないこと，無記名自記式調査のため調査票発
送後の撤回はできないことを明記した．調査票
には無記名で参加同意の月日の記載を求め，調
査票回答の返送をもって研究同意取得とした．
本研究は獨協医科大学看護研究倫理委員会によ
る承認を得た上で実施した（看護 29042）．

Ⅳ．研究結果
1 ．回収状況

卒業生 732 名のうち同窓会名簿により調査票
が郵送可能な者は 553 名で，うち調査協力の同
意が得られた 123 名に調査票を送付し，84 名
から回答が得られた．回収率は，同窓会名簿に
より住所が明らかで送付が可能な者（553 名）
の 15.2％であった．回答者に不備のある者はな

同窓会名簿で住所が
確認できない者

130 名

上記に加えて

返信はがきで調査協力
の同意を示した者

返信なし
宛先不明で往復はがき

が戻ってきた者

77 名 476 名 49 名

返信はがきで調査協力
の同意を示した者

現在の連絡先が把握
できない者

46 名 179 名

アンケート調査へ記入し返送あり

84 名

A大学看護学部
卒業生（１期～７期） 732 名

同窓会名簿で住所が確認できた者

602 名

553 名

アンケート調査票を郵送

123 名

調査協力依頼の往復はがきが届いた者

調査協力依頼の往復はがきを再度送付

図 1　研究対象者への調査依頼の流れ



A大学看護学部卒業生の動向調査─就業状況を中心に─

- 76 -

く，有効回答率は 15.2％であった（図 1）．
2 ．回答者の背景

回答者は，男性 3 名，女性 81 名の計 84 名で
あり，卒業生 951 名 （男 65 名， 女 886 名） に対
する回答者率は 11.5％（男性 6.0％，女性 11.8％）

であった．回答者割合は卒業年度により大きな
ばらつきはなかった（表 1）．

調査時点の平均年齢は，25.3 歳（範囲 22 歳
〜50 歳）で，20 歳代前半が 27.3％，20 歳代後
半が 64.3％で 20 歳代の合計は 91.6％であった

表 1　回答者の背景
n＝84

項目 人数 （％）

性別 女性 81 （96.4）
男性 3 （3.6）

年齢 22 ～ 24 歳 23 （27.3）
25 ～ 29 歳 54 （64.3）
30 ～ 39 歳 4 （4.8）
40 ～ 49 歳 2 （2.4）
50 ～ 59 歳 1 （1.2）

卒業年度 1 期生 19 （22.6）
2 期生 11 （13.1）
3 期生 12 （14.3）
4 期生 9 （10.7）
5 期生 10 （11.9）
6 期生 9 （10.7）
7 期生 14 （16.7）

卒業時の職業 看護職 83 （98.8）
　（内訳）看護師 66 （78.6）
	 保健師 7 （8.3）
	 助産師 8 （9.5）
	 看護教員 2 （2.4）
看護職以外（養護教諭） 1 （1.2）

現在の職業 看護職 79 （94.0）
　（内訳）看護師 56 （66.7）
	 保健師＊ 1 13 （14.5）
	 助産師 7 （8.3）
	 看護系進学 2 （2.4）
	 看護教員 1 （1.2）
看護職以外（養護教諭） 2 （2.4）
無職 3 （3.6）

出身地 A 県 43 （51.2）
A 県を除く関東地方 26 （30.9）
関東以外の県 15 （17.9）

現在の勤務地 A 県 37 （44.0）
A 県を除く関東地方 34 （40.5）
関東以外の県 8 （9.5）
未記入・無職 5 （6.1）

現在の勤務地＊2

と出身地の関係
出身地に勤務 45 （57.0）
出身地以外に勤務 34 （43.0）

＊ 1 保健師 13 名のうち 7 名の前職種は看護師である
＊ 2 n＝79，現在の勤務地の未記入・無職を除外した
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（表 1）．出身地は，A 大学の所在する県（以下，
A 県） の出身者は 51.2％で， A 県を含む関東地
方の出身者は 82.1％であった．また，現在の勤
務地をみると A 県を含む関東地方に 84.5％が
勤務していた．現在の勤務地と出身の関係では，
卒業後に出身地に勤務する者が 45 名（57.0％）
であった（表 1）．

免許・資格の取得は，看護師 84 名（100％），
保健師 78 名（92.9％），助産師 9 名（10.7％），
養護教諭一種 3 名（3.6％），養護教諭二種 30
名（35.7％）であった．養護教諭二種免許は，
保健師免許を基礎資格とし免許状の取得に必要
な科目単位を修得していれば申請することで取
得できるものである．
3 ．就労状況
1 ）卒業時点と現在の職種および勤務地

現在の就業者は，無職者 3 名を除く 81 名 （就
業率 96.4％） であり，看護職 （養護教諭を除く） 
は，卒業時点は 83 名（98.8％），現在は 79 名（94.0
％）であった．調査時点（現在）の内訳は看護
師 66.7％，保健師 14.5％で，看護師が減り保健
師が増えていた．現在保健師で働いている 13

名の過去の職業をみると，7 名は看護師から保
健師へ転職した者であった（表 1）．

無職（非就労者）は 3 名で，理由は，「結婚・
出産・育児」2 名，「健康上の理由」1 名であった．
2 ）就業継続と退職・転職状況

表 2 より，最初の職場で就業継続できている
者は 57 名（67.9％）であった．最初の職場の
就業継続理由は「人間関係がよい」が 56.1％と
多く，次いで「やりがいがある」「通勤に便利」
が各々 36.8％，「待遇が充実」が 35.1％であった．

最初の職場で，就業継続のない者は，転職・
退職を経験している 27 名（32.1％）（表 2）で，
退職・転職回数は 1 回が 21 名，2 回以上 6 名
であった．退職・転職経験理由は，「結婚・出産・
育児」12 名（34.3％），「職場への不満」9 名（25.7
％）が上位にあがり，次いで保健師就職 4 名，
看護教員就職 1 名，その他（就職内定と雇用契
約関連）2 名の合計 7 名と進学 3 名であり転職・
進学による理由であった．

表 3 に示す最初の職場退職時期をみると，入
職後 1 年未満で退職した者は 4 名であるが，入
職後 3 年以上 5 年未満の時期には退職者が 6〜

表 2　最初の職場での就業継続状況，継続理由・退職理由
n＝84

最初の職場での就業継続 人数 （％）

就業継続 あり 57 （67.9）
なし（転職・退職あり） 27 （32.1）

継続理由・退職理由 人数 （％）

継続理由＊ 1 人間関係がよい 32 （56.1）
やりがいがある 21 （36.8）
通勤に便利 21 （36.8）
待遇が充実 20 （35.1）
キャリアアップできる 13 （22.8）
その他 12 （21.1）

退職理由＊ 2 結婚・出産・育児 12 （34.3）
職場への不満 9 （25.7）
保健師就職 4 （11.4）
健康上の理由 3 （8.6）
進学 3 （8.6）
看護教員就職 1 （2.8）
家族の問題 1 （2.8）
その他 2 （2.8）

＊ 1 複数選択，57 名，119 件の理由 
＊ 2 27 名，1 ～ 3 回の退職を経験者した延 35 件の理由
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7 名とやや増加傾向にあった．また，退職時期
による理由をみると，入職後 1 年未満の退職理
由は，「職場に対する不満」が 3 名，結婚等 1
名である．勤務年数があがるにつれて結婚等（結

婚・出産・育児）のライフフイベントの変化に
よる退職理由が多くあがっていた．
3 ）仕事の満足度（表 4）

仕事に満足しているのは，「非常に満足」「満

表 3　最初の職場の退職時期と理由
n＝28

退職時期
初回退職者の

人数
回答者に対する

割合（％）＊1
初回退職者に対する

割合（％）＊2 理由

1 年未満 4 （4.8） （14.2） 不満 3，結婚等 1 ＊3

1 年以上 2 年未満 5 （5.9） （17.9）
進学 2，保健師就職 2，看護教員
就職 1

2 年以上 3 年未満 4 （4.8） （14.3） 健康上の理由 2，結婚等 1，不満 1
3 年以上 4 年未満 6 （7.1） （21.5） 結婚等 3，不満 3

4 年以上 5 年未満 7 （8.3） （25.0）
結婚等 3，不満 2，保健師就職 1，
進学 1

5 年以上 2 （2.4） （7.1） 結婚等 1，保健師就職 1
＊ 1 （％）は回答者（n＝84）に対する割合
＊ 2 （％）は 初回退職者（n＝28）に対する割合
＊ 3 結婚等は結婚，出産，育児である

表 4　看護職の仕事に対する満足・不満足等の理由
n＝80

満足度 理由 人数 ％

非常に満足   3   3.6
満足 38 45.2

理由
（14）

学びや経験が多く，やりがいがある （5）
仕事に見合った職場の待遇や給与である （5）
人間関係がよい （1）
仕事に慣れて看護する心のゆとりができた （1）
仕事に対する評価がされない （1）
事務処理に追われ自分が思い描く看護ができない （1）

どちらとも言えない 32 38.1

理由
（21）

人員不足と多忙さで患者に寄り添った満足いく 看護ができない （7）
実践をとおしたキャリアアップの必要性を感じた （5）
職場の待遇や環境への不満がある （3）
重い責任と多い課題への負担感がある （2）
やりたい仕事が他にある （2）
仕事と学びの両立の難しさがある （1）
1 人職場で仕事の相談ができる人がいない （1）

不満   6   7.1
非常に不満   1   1.2

理由
（7）

職場環境への不満がある （3）
時間に追われ満足できる看護ができない （2）
人間関係の緊張感がある （1）
学びと育児との両立を考えている （1）

注）理由および人数欄の（　）は 37 名の記述で，記述件数は 42 件．
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足」と答えた 41 名（48.8％）であり，「不満」「非
常に不満」は 7 名（8.3％）と少ないが，「どち
らとも言えない」は 32 名（38.1％）と多かった．

満足の理由（自由記載）で多いものは，「学
びや経験が多くやりがいがある」「仕事に見合
った職場の待遇や給与」であり，「不満」の理
由は「人員不足と多忙さで患者に寄り添った看
護ができない」「時間に追われ満足する看護が
できない」の仕事の多忙さが 9 名，「職場の待
遇や環境」に関する記述が 7 名であった．
4 ）就業上の継続が困難な経験とサポート

就業上のことで仕事の継続を諦めようと思っ
た体験や，困難なことがある（以下，仕事の継
続が困難な体験とする）と答えたのは 63 名（75

％）であり，困難な内容は，「業務や課題の多
さと負担」が 32 名と最も多く回答者の 38％を
占めていた．次いで，「技術や知識不足で業務
困難」「責任の重さ」「人間関係」であった（表
5）．

入職後に就業上の困難な体験をした時期は，
入職して 3 カ月までには回答者の 26.2％，6 か
月までには 34.5％，入職 3 年までの間には 66.5
％であった（図 2）．

仕事の継続が困難な体験がある 63 名のうち，
60 名（95.2％）は相談者があり，相談先は「同
期入職者」が 70.0％，「家族」58.3％であった（表
6）．

表 5　仕事の継続が困難な体験と理由
n＝84

仕事の継続が困難な体験の有無 人数 （％）

あり 63 （75.0）

（困難な体験の理由＊1）
　 業務や課題の多さと負担 32
　 技術・知識不足で業務困難 9
　 責任の重さ 9
　 人間関係 9
　 希望分野への配属 5
　 上司や先輩の厳しい態度 5
　 遣り甲斐や将来像を持てない 4
　 インシデントを起こした時 3
　 家族事情＊2 3

　 その他 13

なし 21 （25.0）
＊ 1 n＝63　複数記述，記述件数 92 件
＊ 2 内訳は，介護・夫の転勤・結婚子育て

表 6　�仕事の継続が困難な体験がある人 （n＝63） の 
相談の有無と相談者内訳

相談者の有無 人数 （％）

相談者あり 60 （95.2）

（相談者の内訳）
　 同期入職者 42 （70.0）
　 家族 35 （58.3）
　 職場の上司・管理者 25 （41.7）
　 プリセプター 13 （21.7）
　 職場の同僚・先輩 13 （21.7）
　 学校の先生 6 （9.5）
　 その他 4 （6.3）

相談者なし 3 （4.8）

7 15 7 7 6 7 1 6 4 1 1

8.3
26.2

34.5 42.8 49.9 58.2
59.4 66.5 71.3 72.5 73.7

0

20

40

60

80

100

人数 累積割合

（入職後の期間）

図 2　仕事の継続困難な時期の累計割合　n＝84
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5 ）就業継続及び仕事の継続困難な体験に関連
する要因
就労状況を明らかにするために，基本属性（卒

業時期，現在の勤務地と出身地の関係）や各項
目（仕事の満足度，仕事の困難な体験，過去の
転職・退職）の関連をみた．関連がみられたの
は，①卒業期と現在の勤務地と出身地との関係

（P＝0.001），②仕事の困難体験と現在の勤務地・
出身地との関係（P＜0.05）であった．過去の
退職・転職と基本属性や各項目の関連はみられ
なかった．

関連のあった項目について表 7 をみると，卒
業後 4〜7 年経過している群は卒業後 1〜3 年の
群に比べて，出身地に勤務している傾向がみら
れた．また，仕事の継続が困難な体験がない人
はある人に比べて，出身地に勤務している傾向
がみられた．
4 ．将来の転職・退職の希望と看護職就職の予

定（表 8）
看護職種の有無にかかわらず将来，転職を希

望する人は 37 名 （46.8％） であった．また，現
在看護職で勤務している 79 名のうち，将来も，
看護職就職を希望する人は 67 名 （86.0％） であ
った．その中で転職・退職等の希望者は 33 名 

（49.3％） であった．違う職場で別の看護職を希
望する人は 8 名で，うち 6 名は保健師就職を希
望していた．
5 ．キャリアアップの状況

回答者 84 名の自己の学習の取り組みとして

は，多い順に「講演会・研修会参加」63 名（75
％）で，「自主的な学習活動」46 名（55.4％），「学
会・看護協会加入」43 名（51.9％），「研究発表」
27 名 （32.5％），「学会参加」23 名 （27.3％），専
門書の定期購読 17 名（8.3％）．論文投稿 5 名（6.0
％）であった．
6 ．大学へ望む卒後の継続教育（表 9）

卒業後の継続教育として大学に望むこと（自
由記述）は，「卒後の研修やセミナーによる学
習の機会」10 件（回答者の 45.5％），「卒業生同
志の情報交換や事例検討できる機会」4 件（18.9
％）などがあげられていた．「卒後の研修やセ
ミナーによる学習の機会」には，新しい技術や
知識の研修が含まれていた．

表 7　卒業時期，現在の勤務地と出身地の関係，仕事の継続困難な体験の比較

現在の勤務地と出身地との関係
p 値

n＝79

出身地以外に勤務
n（％）

出身地に勤務
n（％）

卒業時期
（n＝79）

卒業後 1-3 年（5-7 期生） 21（65.6） 11（34.4）
p＝0.001

卒業後 4-7 年（1-4 期生） 13（27.7） 34（72.3）

仕事の継続困難な体験
p 値

n＝79

あり n（％） なし n（％）
現在の勤務地と出身地
との関係（n＝79）

出身地以外に勤務 30（88.2） 4（11.8）
p＜0.05

出身地に勤務 30（66.7） 15（33.3）

c 2 検定，Fisher の直接確率検定

表 8　将来の看護職就職希望，転職・退職の希望
n＝79

将来の看護職就職の継続希望 人数 （％）

看護職を継続 67 （86.0）
　内訳 42 （70.0）
　　現在の職場で看護師 34 （43.0）
　　違う職場で現在の看護職 22 （27.8）
　　違う職場で別の看護職＊ 8 （10.1）
　　進学し修学後は再び看護職 3 （3.8）
看護職以外の職業 4 （5.1）
未定 8 （8.9）

転職・退職を考えているか 人数 （％）

はい 37 （46.8）
いいえ 42 （53.2）

＊ 別の看護職の内訳は，保健師 6 名，看護師 1 名，助
産師 1 名．
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Ⅴ．考察
本調査の回収率は，全卒業生の 11.5％と低い

割合に留まった．宛先不明者が多く，退職した
者や職場を変更した者は回答しなかった可能性
も考えられることから，本調査結果は卒業生集
団を反映しているとは言い難いと考える．そこ
で，本研究は今回得られた結果における検討と
して，調査目的について考察する．
1 ．回答した卒業生の背景

回答者の大半は女性であり，20 歳代が 9 割
を占めていた．これは，卒業生に占める女性の
割合が 93.2％と多く，卒業後 1〜7 年目である
ためと考える．

回答者の現在の就業率は 96.4％であり，看護
職として働いている者は 94％と高率である．職
種では，卒業時の看護師 78.6％，保健師 8％で
あり，現在の職業を比べると看護師は 66.7％に
減少し，保健師 14.5％や進学へ就業選択の幅が
広がる状況がみられた．これは，卒業年数の経
過とともに保健師の割合が高くなっていること
が報告されている他大学の卒業生動向調査 3-5）

と同様の状況であった．全員必修の保健師教育
を行なう看護大学が減少する 2）中で，杉浦 6）が
複数の資格を有する大卒看護師の特徴であると
述べているように，職業の選択肢が広がり他職
種の転職へつながっていると考える．本調査の
卒業生は，卒業後 1〜7 年目であるため，今後
の就職の動向をみていくことが必要と考える．

また，現在の無職者（非就労者）は 3 名で，
未就労の理由に「結婚・出産・育児」や「健康

上の理由」などのライフイベントが上位にあが
っている状況は，先行研究 3, 4）と同様の傾向で
あった．

現在の勤務地をみると，A 県を含む関東地
方への就職が 84.5％であった．これは，回答者
の 82.1％が A 大学県を含む関東地方の出身者
であることに加えて， A 大学の関連病院が関東
地方にあることが関係していると考えられる．
また，現在の勤務地が出身地である割合は 57.0
％であり，全国の大学生を対象とした就職希望
調査の地元就職率 50.8％7）と同様の傾向であっ
た．

さらに，卒業後の経験年数が長い群（1-4 期
生）は短い群（5-7 期生）よりも出身地に勤務
する傾向がみられた．出身地には馴染みのある
環境や人間関係があることから，就職の地域選
択においては年齢が経つにつれて変化するライ
フイベントを考慮して，生活がしやすい出身地
を求めているためと考える．
2 ．就業の現状

（1）就業継続と退職・転職経験の状況
回答者の 67.9％は，最初の職場で継続して就

業していることが明らかとなった．就業が継続
できている理由は，「人間関係がよい」が多く，
次いで「やり甲斐がある」「通勤に便利」「待遇
が充実」であり先行研究 3）と同様であった．

一方，回答者の 32.1％は転職・退職の経験が
あり，転職・退職の理由は，先行研究 3, 5, 8-11）と
同様に「結婚・妊娠・出産」や「職場への不満」
によるものが多い傾向にあった．

表 9　卒業後の継続教育として大学に望むこと
 （22 件，複数記述）

タイトル 主な内容 件数 （％）

卒業後の研修やセミナーによる学習
の機会

新しい技術や知識，技術演習，保健の知識や技術の研修，
看護をテーマにした生涯学習のセミナー

10 （45.4）

卒業生同士の情報交換や事例検討の
できる機会

卒業生同士の情報共有の場，事例検討の場，ホームカミ
ング，気軽に立ち寄れる場

  4 （18.3）

施設の利用継続 演習シュミレーション室，図書館   2  （9.1）

教員による相談の継続 遠方でなければ相談したい，相談の継続   2  （9.1）

履修科目の特別聴講の機会 看護概論，倫理，統計など演習の聴講   2  （9.1）

大学と大学病院の相互連携 新しい看護の考え方を病院に提供する   2  （9.1）
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同一病院で就業を継続できる理由について，
先行研究 3, 12）においては，知識技術が学べる，
やり甲斐があるなどの「職務への満足感」と職
場の人間関係がよい，休みが保証されているな
どの「職場環境の良さ」が報告されており，本
研究結果も同じ傾向であると推察できる．さら
に，藤尾らは就業継続の理由として，教育・研
修制度の整備と先輩保健師の教育的関わりにつ
いて報告 13）し，大井は，関心のある領域の専
門性向上への意欲，看護実践能力獲得への期待
について報告 14）している．以上のことから，
就業継続のためには，よい人間関係を築くこと
をベースに，キャリアップの体制と働きやすい
職場環境が重要であると推察される．

また，最初の職場において就業 1 年未満の退
職者は 4 名 （4.8％） であり， 他大学 10）の卒業 1
年目の退職率 4.9％と同様の傾向であるが，病
院看護実態調査 15）の新卒看護職員離職率 7.6％
と比較するとやや低めの傾向であった．門脇 16）

は，新人看護師が辞めない職場環境として職場
風土に注目して，組織全体で新人看護師を育て
る文化の重要性を説いている．教育機関として
は，看護学部生へのキャリア形成の支援として，
在学中からインターンシップへの参加や先輩と
のネットワークを活用できるよう支援していく
必要性が示唆された．

転職・退職理由は，就業年数が短いと「職場
の不満」が多いが，就業年数が経つと結婚等の
ライフイベントによる転職・退職が多くなる傾
向がみられた．これは，厚生労働省 17）が示す
2018 年の女性の平均初婚年齢 29.4 歳や第一子
出産の 30 歳未満の割合 34.9％から考えると，
調査回答者の 9 割以上が 20 歳代の女性である
ことから，ライフイベントの時期に達していな
いか，ライフイベントの時期に該当する人は退
職しており，回答には含まれていないと考えら
れる．

また，表 3 の結果をよくみると，就職や進学
による転職・退職理由も目立つことから，キャ
リアップを目的とした転職・退職も考えられ
る．

（2）仕事の満足と不満足
仕事に満足している人は 48.8％で，他大

学 11, 18）の満足度 60〜70％と比べるとやや低い
結果であった．これは，仕事の満足度に対して，
どちらとも言えないと答えた人が32名（38.1％）
を占めているためと考える．仕事に満足してい
る反面，不満も抱えている潜在的不満者が多い
ことが示された．

仕事の満足度の理由記述である「学びや経験
が多く，遣り甲斐」「仕事に見合った職場の待遇」
と不満の理由記述である「多忙さで患者に寄り
添った看護ができない」「職場の待遇や環境へ
の不満」「キャリアアップの必要性を感じた」
は相反する内容である．理由の記述から満足で
きる仕事について考えると，回答者は，看護職
としての「学びや経験が多く，患者に寄り添い
満足いく看護ができる」といったスキルやキャ
リアアップの機会と労働力への適切な待遇や時
間に追われることなく働きやすい職場環境を重
視していることが示唆された．

（3）仕事の継続困難な体験の状況
就業上のことで仕事を諦めようと思うことや

困難なことが「ある」と回答した者は 63 名（75
％） であり， 看護職員の労働実態調査結果 19, 20）

の仕事を辞めたいと「いつも思う」「ときどき
思う」の 74.9％や他大学の 7 割近くの卒業生が
3 年間のうちに 1 度は辞めたいと思っていると
の調査報告 6）と同様の結果であった．

就業上の困難な体験があると答えた者が 75
％である一方，今まで困難体験がない者も 25
％おり，対照的な特徴がみられた．吉岡 20）は，
3 年目・4 年目の看護師の困難感が無い理由に
ついて「働きやすい職場環境」「成長の期待」「待
遇が良い」があり，困難感がありの看護師は，
仕事の【不安】や【負担】の度合い，【周囲の
支援状況】，個人の動機づけの違いから困難感
が無い看護師と困難感がある看護師に大きな差
が生じやすいと述べている．本研究の回答者で
困難体験がない 25％は，回答結果にある就業
継続理由や仕事の満足理由の「人間関係がよい」
や「学びや経験が多い」「遣り甲斐がある」「仕
事に見合った待遇や給与」に示されているよう
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に，よい人間関係に支えられ働きやすい職場環
境で学びや遣り甲斐を持ちながら就労していた
ことが推察される．

仕事の継続が困難な時期をみると，入職後 3
か月にピークがみられた．赤松 21）は，新人看
護師が困難に感じる事柄として「看護技術・知
識の困難」「勤務形態の困難」と述べている．
入職後 3 カ月は，一般的に看護師の夜勤が始ま
る時期であり，仕事上の未経験な業務を一人で
判断しながら担当するようになり，困難な体験
に直面する機会が多くなるためと考えられる．
仕事の継続が困難な体験の支援については，在
学中から，入職後に業務で困難な気持ちを持ち
やすい時期があるので注意すること，困難への
対処法について伝えることや，困難をサポート
する相談窓口の設置など大学としての関わりの
必要も示唆された．

（4） 仕事の継続困難な体験と転職・退職の関係
回答者の 75％が仕事の困難があり継続を諦

めようと思いながらも，実際の退職経験者は
34.9％であった．仕事の継続を諦めようと思っ
た人すべてが退職しているわけではないことか
ら，困難を感じながらも勤務を継続しているこ
とが推察できる．これは，一つに，仕事に対す
る満足度において，どちらとも言えないと答え
た者が 32 名（38.1％）おり，仕事の困難があ
っても仕事で満足できる側面もあるため，明確
な不満とならずに，転職・退職には至っていな
いと考える．

夏目 22）は，研究報告で「看護師の離職理由
は労働環境，勤務体制，給与と福利厚生，職業
性ストレス，健康状態，職務満足度，実践能力
などの既知の要因に加え，レジリエンスやコー
ピングなどの業務に携わる上での個人特性が要
因である」と述べている．このように，退職理
由は複合的であり，様々な要因が関係している
ことから，仕事の困難な体験が直接退職に繋が
ることはないものの，仕事を続けていけるか否
か悩んでいる状況がうかがえ，より満足のいく
職場環境が求められると考える．

二つ目に，就業上の困難な体験があると答え
た 63 名中 60 名（95.2％）は相談者を持ち，互

いに助け合っていたことが挙げられる．相談者
の 7 割は同期入職者や同僚であり，卒業生同士
の結びつきが強い傾向がうかがえた．これは，
大学の関連病院に就職する卒業生が 5〜6 割を
占めることや関東圏域に卒業生の多くが居住し
ていることから，卒業生同士が連絡を取りやす
い環境にあるためと考えられる．南堀 10）は，
仕事を継続する上での支えになっている要因に
ついて「同じ部署の同期の仲間との励まし合い」

「家族や友人の励まし」があると報告しており，
回答者の結果は同様であった．回答者は，仕事
の継続が困難な体験があっても，相談すること
で自分の考えや気持ちの整理がつき，考え方が
広がることで，困難な体験を乗り越えていると
推察する．

また，就業継続上の困難な体験がある人は，
困難な体験がない人に比べて出身地に多く勤務
していた（P＜0.05）．出身地は困難を乗り越え
る何らかのサポート要因があると考えるが，相
談者の 6 割弱を占める家族は，情緒的サポート
や手段的サポートなど，就業上の困難のある者
に好ましい役割を担っていると推測できる．

回答者の転職・退職理由でライフベント（結
婚・妊娠・出産）は一番多いが，仕事の継続が
困難な体験や仕事を諦めようとした理由の上位
にはあがっていない．これは，ライフイベント
は転職・退職理由の表向きな表現であり，仕事
の継続が困難な体験とは捉えられていないと考
えられる．内閣府 23）の若者の意識調査で報告
されている「約 7 割が仕事よりも家庭・プライ
ベートを重視する」から考えると，回答者は「結
婚・育児・出産したら退職する」という結論が
既に出ているために，就業上の日々の悩みには
ならず，就業継続上の困難な体験の理由にはあ
がらなかったと推察する．

（5） 将来の就業希望とキャリアアップへの支援
退職・転職経験のある人が 32.1％いる中で，今

後看護職を継続希望している 86％のうち 49.3％
は，転職及び退職をしながら看護職を続けると
答えている．

また，看護師で就職した後に保健師として勤
務する人や将来の職業として保健師を希望する
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者が多いことから，職業選択の幅を広げながら
看護職を継続していくことが推察される．

今後，卒業生は 30 代 40 代と年を重ね，20
代の現在とは異なるライフイベントや役割によ
り就業継続の課題に直面していくことが予想さ
れる．日本看護協会 24）によると各職場におい
ては，継続して就労できるよう離職を防ぐ取り
組みが行われているが，学部教員による相談支
援の活用もすすめたい．また学部在学中から，
ライフプラン，キャリアプランを見据える機会
やキャリア支援も必要と考える．

回答者の自己の学習の取り組みをみると講
演・研修会へは 75.9％が参加し，学会などへは
51.9％が加入し，就業者の 75％が多くの業務や
課題で業務上の困難を抱えながらも自己の学習
の機会を持っている様子がうかがえた．また，
研究発表は 32.5％が行っており，愛媛大学の調
査 25）の卒業 2 年目から 5 年目の研究発表予定
や割合 34％や，高知大学 25）の卒後 1 年目から
7 年目の発表割合 28％とほぼ同率で，自己の学
習の取り組みがされていると考える．

しかし，卒業生が卒業後の継続教育で大学に
望む内容として「新しい技術や知識，実技演習，
保健の知識や技術の研修」があがっていた．就
業の継続が困難な理由として 2 番目にあがって
いた「技術・知識不足で業務困難」にも示され
ていたことから，回答者は，専門職としてのス
キルアップを必要と感じており，大学病院に近
い大学へ希望する支援としてあげてきたと考え
る．

今後は，大学で公開している研修会等につい
て広く周知し，研修会や学習の機会を提供し，
現在開放しているシミュレーション室などの施
設の利用継続を促していく．また，転職・退職
の希望者が 41.7％であることから，就職・進学
などの情報提供と相談支援などキャリア支援体
制を模索していく必要性が示された．

2018 年度から開始されたホームカミングデ
ィを通して，卒業生が母校を訪れ，同窓生や教
員と交流する機会を設けているところである
が，さらに卒業生のネットワークが広がり情報
交換が可能な体制ができ，互いに刺激し合いな

がらキャリアを高められることを期待したい．
5 ．本研究の限界

本調査の協力者は，同窓会名簿により郵送が
可能であった卒業生の約 15％であり，分析対
象となったのは，全卒業生の 11.5％と少ない状
況であり，卒業生の就業状況の実態と動向把握
の全体像を掴むには十分とは言えない．また，
本調査に協力を得た 9 割以上が 20 歳代女性で
あり，今後，結婚・出産・育児などのライフイ
ベントと仕事の両立が求められる時期であり，
就労に影響を与える可能性が予測される．

さらに卒業生の動向やニーズを把握するため
には，卒業生の継続的なつながりを持てる同窓
会組織の発展と協力体制を強化していくことが
必要である．

Ⅵ．結論
A 大学看護学部卒業生の卒業後の就業状況

の動向を明らかにするために，質問紙調査を行
った結果，下記のことが明らかとなった．
1．回答者した卒業生の 94％は看護職として就

労し，84.5％は A 大学県を含む関東地方に勤
務し，最初の職場で継続勤務していたのは
67.9％で，継続理由は人間関係がよい，遣り
甲斐があるで，退職理由はライフイベトであ
った．

2．仕事に満足を感じている人は 48.8％である．
どちらともいえないと答えた 38.1％の理由
は，時間に追われて寄り添う看護ができない，
キャリアアップの必要性を感じた，職場の待
遇や環境への不満であった．

3．仕事の継続に困難な体験をした人は 75％で
あるが，実際の退職者は 32.1％で，困難な体
験のある者の 95.2％は相談者を持ち，業務や
課題の多さに困難を感じながらも，職場にお
いて自己の学習の取り組みを行い就労してい
ることが推察された．

4．将来の看護職の継続希望は 86％で，うち
41.7％は退職・転職などの展望を描いていた．
看護師経験後に職種変更により，卒業時 8 名
であった保健師が現在 15 名に増えており，
保健師の資格を活かして職業選択の幅を広げ
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ていることが明らかとなった．
5．大学へ期待する卒後の教育として，知識や

技術などのスキルアップや卒業生同士の交
流・学習の機会を求めていることが明らかと
なった．
�　回答者は全卒業生の 11.5％にすぎず偏りは
あるが，卒業生の動向と就労状況を概観する
初めての機会となり，得られた結果は今後の
教育のあり方や卒業生支援の基礎資料となっ
たと思われる．
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